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北広島市芸術文化ホール （以下 「花ホール」 と略す） は、
北広島市により設置され 北広島市教育委員会が運営する公共ホールとして平成一〇年一〇月一日に開館 、同一建物内には図書館が ている。 民に生涯学習の場と、文化・芸術活動の鑑賞及び創造 場を提供する拠点とな ことを目標 、活動を継続している。
花ホールはＪＲ北広島駅東口に所在し、この地区は市
内では東部地区と呼ばれている。東部地区の市街地開発は、ＪＲ北広島駅西口の昭和四〇年代から始ま 北広島住宅団地造成を中心に進めら 、東口周辺は農協倉庫などの老朽化した建築物や空き地などがあ 旧来の農村風景が残るなど、西口の団地側に比べ開発格差 顕著であった。 更にＪＲ北広島駅は東西 渡る橋上 ある駅で
住民の利便の向上と都市の顔づくりを兼ねた駅の東西を一体化する街づくりの検討が進められていた。平成元年に「ふるさとの顔づくりモデル土地区画整理事業」指定（建設省）を受け、北広島駅の移転に伴う新駅舎の建設や東西連絡橋のドーム化と併せて、 「 事業」の目玉となる文化施設 建設が進められることとなった。
平成三年に教育員会内に「文化施設建設準備室」が設















統的なシューボックス型（写真１）で、間口一五．六ｍ、奥行一二ｍ、高さ一三ｍとなっており、ステージの両側壁（反射板）と天井反射板が可動する機構を採用している。側壁をそれぞれ下手は綱元まで、上手は袖の壁まで引き上げて寄せることで両袖舞台が形成され、天井反射板の上に吊り込んである幕や照明機器を降ろしてくる プロセニアム型ステージ（写真２）に転換できる全国でも珍しい舞台機構となっ い 。 室内楽などの音楽公演 は、音響の良いシューボックス型ステージとして使用し、劇公演など袖が必要な場合はプロセニアム型ステージとして使用することができる。客席は一階五 五席 二階
バルコニー席八二席の計五九七席を備える。
花ホールでは、主催事業として平成二七年度は六区分
の事業を行った。 「芸術鑑賞事業」は、落語、クラシックコンサート、日本の伝統音楽、演劇、ポピュラーコンサートなどのホールを使用した舞台芸術鑑賞 市内各地区へ デリ リーコンサートなど多岐に渡る舞台芸術鑑賞機会を提供している。 「学習機会提供事業」では、招聘したアーティス によ 小学生対象鑑賞会市民向けの音楽セミナーやホ ルを市民に紹介するセミナーなど 企画、 「芸術体験事業」では、中学生を対象としたコンテンポラリ ダン のアウトリ チが行われた。 「地域連携事業」では、市民劇団との連携事業として年末恒例の「きたひろ笑劇場」などの取り組みが継続さ ている。
花ホールは非常に音響が良く、室内楽などの公演には
適したホールとし 認知されている。そ ため、若手音楽家に発表の機会を提供する「若手芸術家育成事業」がオープンから一貫して企画されている。毎月一回水曜日に行われ、 ではなくホワイエを利用した無料コンサートであり、若手音楽家の登竜門的な として継続されており 昨年度末で通算二二四回 数える。
また、ホール利用者への支援体制として、音響・照
明を含め舞台芸術に関する専門的な知識経験を有技術スタッフが三名常駐しており、直接利用者と接し相談・アドバイス・各種技術提供を行う。ホール技術スタッフの存在は、市民の舞台芸術活動の質的な向上、
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今年度、在外研究の機会をいただいて一年ベルリンに
滞在しています。今はすでに十ヶ月を過ぎた頃ですが、とにかくヨーロッパ都市部の劇場が開いてる時期に居られる幸運を噛みしめつつ（英米の商業演劇と違い、ドイツや中欧諸国の劇場は、夏に来てもオフシーズンで閉まってしまう） 。とにかく片っ端から や舞台を観て回りたい衝動に駆られるのを押さえるのが大変な毎日。ベルリンやその近郊で訪ねた劇場のいくつかをレポート 企画力向上や舞台技術の習得などの観点から極めて重要である。
その他に花ホールには、 ホール公演をサポートする 「花
ホールスタッフの会」が組織されている。 「花ホールスタッフの会」は公演時の表方（受付・会場案内・クローク・バーコーナー）の運営だけではなく、裏方（舞台進行補助・アナウンス・ピンスポット操作 舞台設営撤去・舞台道具製作） サポ トもボランティアで行う。ボラ
したいと思います。
まずベルリンは一九八九年の壁崩壊後、急速に再開発
が進み、今もなお国立歌劇場とその周辺では、改修や改築工事が行われています。二〇年ほど前には人が西側へ流れたために空き家が増え、若いアーティストが安い家賃で都会の恩恵を享受できるオイシイ街でした。それ今ではおしゃれスポットも増え、ここ数 では現地のも信じられないぐらい家賃が高騰したと言います。 ンティアスタッフは、ホールでの公演において必要不可欠な存在となっている。
花ホールの利用者数は平成二十七年度で約九万九千人
であり、ホール稼働率は八〇％を超える。一日当たり約三百人が花ホールを利用している。併設された図書館を合わせると一日平均千人、年間三十万人を超える利用実績を残してお J
R北広島駅東口の顔として市民に
認知されてい ことを示している。
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